
 

 

 

 

 

 

2025 年 1月 18 日（土）19 日（日）に「大学入学共通テスト」本試験、1 月 25 日（土）26 日（日）に追試

験が行われました。本校の 6 年次生は 150 名が受験しました。大学入試については、志願者（18 歳人口や既卒

生）が減り、定員（合格者数）は増加し、「全⼊」時代にむけて加速しています。 

入試の競争緩和が進んでいること、現役生中心の環境になってきたことに加え、共通テストの平均点アップ、難

関大人気、実学系難関資格系統人気により、強気の出願をする受験生も昨年までより増えると思われます。本校生

は「初志貫徹組」が多く、「強気の出願が並木スタンダード」ではありますが、受験機会確保の確認とともに、デ

ータリサーチ等の返却資料でボーダーラインと自分の位置を再確認したり、状況に合わせた戦略の練り方

を具体的に分析して先生方と相談したりする等、6 年次生には大学の出願や対策に細心の注意を払ってほしいと

思います。ぜひ出願校の学問内容、大学の方針、入試での配点等とともに、過去入試問題からみえる大学からのメッ

セージを分析して、対策に臨みましょう。 

【問題概況】 

（１）「日常の事象を意識した場面設定」「複数資料の提示」といった出題傾向は継続。とくに科目再編された地理歴

史では探究活動場面が目立った。 

（２）新教科「情報」が追加されたほか、国語では実用的な文章が加わった。また英語リーディングでは新形式の出題

がみられた。 

【得点・志望概況】 

（１）文系・理系ともに平均点はアップ 

６教科予想平均点は、６教科文系で 620 点、６教科理系で 633 点と昨年度の得点率と比較すると文系、理

系ともに予想平均点はアップした。教科別にみると、国語や英語リーディングなどで平均点アップがめだつ。 

（２）語学系統、経済・経営・商学系統、国際関係学系統で人気回復 

コロナ禍前の 2019 年度入試を基準として、志願者が減少傾向であった語学系統、経済・経営・商学系統、国

際関係学系統は、国公立大、私立大ともに志望者が増加している。また、総合科学系統の中の総合情報学系の募

集人員増加もあり、特に私立大で志望者が増加している。 

（３）難関国立 10 大学や医学系統の志望者が増加し、強気の志望動向 

難関国立 10 大学全体の志望者数の対前年指数は 111 、医学系統は国公立大で 112 、私立大で 126 でい

ずれも増加傾向。共通テストの予想平均点がアップした影響もあり、強気の志望動向がみられる。 

【6教科型（1000点満点）の得点分布】 
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 ごし方を具体的に計画してください。 

 

本校 12回生は大変健闘してくれました。文系平均 730.8 点、理系平均 752.5

点、全ての科目で県内最上位レベルの成績をおさめました。国公立大志望者は 1

月中に出願先を決めることになります。十分検討した上での本気の出願をご家

庭のサポートとともに学校でも後押ししてあげたいと思っています。 

歴代の卒業生に共通していえることですが、並木生の強みは記述力です。共

通テストは通過点にすぎません。ここからが勝負です。現役生は最後まで伸びま

す。12 回生が存分に力を発揮してくれるよう心より願っています。 

 

 

試験に向かう心構えは、「待っていました！」が合い言葉。大切なことは、落ち着いて冷静に取り組むこ

ととポジティヴ志向（思考）。志は高く。目標は全科目の自己ベスト更新。合計得点はその先にある。会場

入りの秘策は自分のテーマソングを心の中で歌いながら向かうこと（前進路部長の先生の教え）。会場の並

木生は仲間の鳳凰、他の受験生はヒヨコさんだと思って寛容に（元校長先生の教え）。問題の形式、内容の

変更は当たり前。想定外は想定内と心得よ。教科書の範囲であることは変わらない。焦るな。時間いっぱい

考え抜き、1 点を削り出す（ブライトホールの教え）。常に切り換えて気力を充実させる。頑張る自分を褒

めよう。受験は鍛錬。学力だけでなく人間力もつける。勉強できることへの感謝の気持ちは成長につながる。 

             

大学入学共通テスト並木中等 12回生自己採点結果 

12回生（6年次生）へのエール（共通テスト前日激励会進路部長講話より要約） 


